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〈得も言われぬ歓びの瞬間〉
著者たちは「歓びの瞬間」について長々と書き記している。
二十一世紀のわれわれが前戯と考えるものにかんしてはほとんど助言を与えていない。彼らにとって最も重要なのは、この前戯という概念に該当するさまざまな愛撫の型ではなく、精子の製造と増加を促進するもの一切だか である。事前の節欲 羞恥心の戦術、房事の戦端を切 ために必要な最初の急展開、女性の抵抗とその後の降伏、お互い 生殖器 調和が取れており、お互いに準備が完了していることの確認、カップルの快楽管理がうまく行っていることを示す相互理解などがその例である。医者はまた、 「臆面のない痙攣」に近づく方法についてほとんど助言を与
えていない。外科医のリニャックはただひとつ例外を認めていて、痙攣の瞬間を巧みに調節し、意のままにこれを引き寄せたり、促したり、早めたり、遅らせたりできる、一部の女性がもつ「あのちょっとした」技をたたえている
（１）
。リニャックがこの点にかんし
て、採用しているのは快楽における自由と各人の特異気質である。学者の論述が、ここでは、エロティック文学 足並みを揃えているのである。
医者と哲学者は、快楽の絶頂を記述するのは困難、いや不可能
であるという意見で一致 。メーヌ・ド・ビランの見るところ、性的な欲求は「知性も 観念 正しい方向づ も、いかなる運動の秩序も吸 取っ しまう」 。 「 〈自我〉が積極的な役割を果たさないかぎり、また、 〈自我〉の協力が得られないかぎり」
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人間の活動は動物的になってゆく
（２）
。ヴィレーは書いている。性交
は「魂と肉体をすっかり吸い取ってしまう。耳も聞こえなければ目も見えない。快楽以外はすべて死に絶え、魂全体が愛の感覚のなかに埋没する。この危機のために人生が台無しになった人をなんにんも見てき
た（３）
」 。ゾラが一世紀後に書くことを予見するよう
な別の文章のなかで、ヴィレー 、分析能力を区別する二段階を明確に示している。 「溺れた魂が快楽 海原を泳ぎ、肉体の繊維状組織にたいする優しい愛撫に震え、全宇宙にかけられた魔法に陶然と浸って、あまり 幸福に恍惚とした歓びを感じている状態にある」ことを考えるなら、 「より特定化された〈特別な歓び〉に身を委ねるためには 〈この全般的な震えから抜け出〉さ ければならないこ をやがて理解するだろう。官能が熱せられる最初の瞬間 たいしても平然と してい れ いが そ 次 瞬間には、平然どころか、呑み込まれ、水没してしまったような感覚に襲われ どこを探しても自分自身が見つから のであ
る（４）
」 。
十九世紀における自我の認識史を研究する歴史家にとって、決的に重要な文章であ 。
一八三五年にデランドは書いている。快楽を準備する状態にお
いて人は「富にも、敬意にも、名誉 も、いや、生命にさえももはや執着していない［…］ 。たったひとつの欲求のまえ 、あらゆる欲求は消え去ってしまう。もう腹も空 ていなければ 喉も渇いていない。この先と 空腹や渇きに襲われることはないだ
ろう。それは一種の錯乱状態である［…］あらゆる感覚がたったひとつの感覚に束縛されるのだ
（５）
」 。
「愛の営みが進行するにつれて知性が消滅する。そしてついに、錯乱するための知性すら十分な強さをもたなくなる瞬間がやってくる。こうなると感じること、共通の源から発され、いたるところで沸き立つおびただしい感覚を掻き集めることが、魂のたったひとつの仕事、魂にできるたったひとつの仕事になる。魂はもはや魂のものではない。筋肉が属す 極度に興奮した神経中枢のものになる である
（６）
」 。
一八五七年、今度はベローがこう主張する。射精寸前になると
「個人の意識はすっかり消え失せ」 、陰茎亀頭とこの海綿体球の筋肉器官の興奮を相互に惹起する運動だけが存在 る
（７）
。後に見るよ
うに、まずは心理学に、次いで臨床医学に属していたこのタイプの分析は 十九世紀半ば なると、次第に生理学に属する叙述説明に受け継がれ、明確化されるようにな
（８）
。
このころまでには、両性によって感じられる快感は、一連の複
雑な心理的与件に従ってそ 性質と強度が変わ と見なされ ようになっていた。この問題を一八二一年 博士論文 論じたベルティエは、その与件を列挙している。実際 経験される感覚は、「われわれの器官の違い、われわれの想像力、感覚を経験するまさにその瞬間にわれわれが置かれた心理状態」 、習慣 飽満 度合い、興奮 新しさ 手を変え品を変え歓びを喚起しようとする
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技など「によって〈無限に変化する〉
（９）
」 。ビシャの警句も忘れるわ
けにはゆかない。過去の快楽は今味わっている快楽を弱めるから、官能を完璧に堪能したいのであれば、過去の幸福を忘れなければならない、と彼はいう。こうして、つねに独特である快楽を解釈する困難は、アゲットによれば、結局 快楽が魂のさまざまな能力を始動させることからやってくる る。
交接の短さと歓びの強度とのあいだに関係があることは、ほ
ぼすべての医者が認めている。この点 、医者の言説は、エロティック文学 支配する漸昇法の威光から離れ ゆく。というのも、医者は「痙攣」や「震え」 関心を集中させ いるからである。痙攣図式は反省を強いられていたとはいえ、すで ヴィレーがふれ、ブルダッハが詳説している電気ショックの隠喩と まだに競い合っていた。ブルダッハによれば、歓びを味わって る男女は、正極と負極のあいだのように電流が流れるのであ 見 ところ、電気はすべての出会いに伴っている。 「愛する人との接触は、全身を駆けめぐる電気的なショックを引き起こし、電気的な衝突 愛の絆で結ばれたふたりの眼差しの力強さに表れる
）10
（
」 。
とはいえ、医者は男性の快感と女性の歓びを区別している。男
性の快感に固有の特徴は、まず、いら ちの高まりとして知覚されるさまざまな感覚に続く震え
―
射精のさいの震え
―
として
と認識される。一八一一年、偉大な臨床医リシャールはそこに外部―
陰茎の組織
―
から内部
―
睾丸と精嚢
―
へといらだち
の伝播を見ている。 「いらだちがある程度高まると」 、 「膜様細胞壁の痙攣的な収縮によって」精嚢の中身が排出され が、 「この排出のさい、肛門の挙筋がそれを助け
る
）11
（
」 。ヒポクラテス以来の
伝統によれば、得も言われぬと一般に形容される快感を生む痙攣そのものは、他 観察可能な現象、とりわ 癲癇と同じ視野の下に置かれている。
一方、ブルダッハは、鬱血に相応してよりきつくペニスを締め
る膣と、括約筋に大きな役割を認めている。膨満状態の襞が接触点を増し、摩擦の効果によって刺激を受けた「粘液の分泌
）12
（
」が男
性の感覚の強度を増大させる。
ヴィヒマンは射精に二段階を区別している。彼によれば、最初
に漏れ出す精液は「透明で、密度が低く 日中不随意に漏精液 似てい
る
）1（
（
」 。この精液の排出はあまり快感をもたらさない。
射出するというよりは流れだすという感じ 近い。これに続くよりたっぷりとして、白く、濃く、臭いの強い精液 官能 レベルを最高点にまで引き上げる。しかし ヴィヒマンはこの二つの射精がふつうひとつに混同されており、二番目のも は「一番目ものと区別できない連続体」でしかないことを認めて る。とはいえ、ヴィヒマンによれば、いつもそうだとはかぎらない。最初の射精があっても第二の射精がな ケースもけっ て希 はなからである。 「ここから、二つの射精を個別に研究することができる」 。ヴィヒマンが「射精 分割」 呼ぶ のは 第一の射精
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の一分後にならないと第二の射精が起こらない人や、ある種の病人や夜間遺精
〔夢精〕
の患者には頻繁に起こっており、精液漏の
分析結果をよく理解したいときには、心に留めておかなければならない。
一方、ヴィルヌーヴは射精の始まりにより快感が大きいと指摘
している。 「最初の射出がいつもいちばん抗しがたく、いちばん大量である」 。最初の射出には、尿道管を「覆うきわめて繊細な膜が感じる甘美な掻痒感
）14
（
」が伴っている。
しかし全員にとって
―
そしてここにこそ、性科学が到来する
以前の医学的言説がエロティシズムを規定するさ の本質があるのだが
―
精嚢で長い期間をかけて生成された精液が多ければ多
いほど快感は「強烈に」にな 。そこから、あまり頻繁に快楽が繰り返されると快楽が弱くなり、生産される精液は、性的過剰によって損なわ 、貧弱になるという結論に至る 最初の強烈な快感は、つねに精液の量および、排出の力と速度に相関している。
ラルマン教授によれば、同じ個人が、同じ条件で、同じ女性と
交接したばあいでも、 「長いあいだ保持していた精液がゆっくりと滲出するか、貯蔵庫の かにほ んど留め置かれてい かった精液が慌ただしく供給されるかによって、まったく違 感覚を経験する」という。ラルマン教授は読者を証人にして、こうつけ加える。 「これは、数日間の休養のあとの行為 、続け 行わ行為とを比較してみれば、だれにも容易に確かめられることであ
る」 。 「精液が水っぽくなるにしたがって、行為はつまらないものにな
る
）1（
（
」 。教授の患者は全員この低下現象に気づいていたという。
勃起がより不完全になり、勃起の持続時間が低下し、射精時間がより短く、感覚がより弱いのである。
一八三五年、今度はデランドが、 「性器感覚」と男性の痙攣の
開始を結ぶものを叙述しようと努める。 「勃起組織は［…］血液を呼び込み、保持し 自ら 容れることのできるものでめいっぱい膨らみ、可能なかぎり硬化 、伸張する。と同時に、性器感覚はたちまち興奮の極致へと駆け上り 普段は限界 して働く諸官の外へと溢れ出して他の器官 まで広がり、そこにあるすべての感覚を巻き込んで増大する。やがて性器感覚はそれ以上亢進ることも、それ以上我慢することもできない程度まで達す すると、生殖器 筋肉 運動神経繊維全体を痙攣が襲う 精嚢、尿道を囲む筋肉、肛門に結びついた筋肉が激しく収縮し、痙攣を伴って精子が排出されるが、この液体は興奮な 排出されたときでも人を疲労させる［…］この喧噪 あいだ［…］顔は紅潮し頸部は膨らみ、静脈は満ち、肌 火照り、汗でびっしょりに り、呼吸は速まり、胸の鼓動 激しくなる。つ りそれは、性行為ほとんど病気の一種と見なすことを許すような〈発熱状態〉 のである。同時に、中枢神経、大脳、小脳 脊髄は、こ 以上ないほどに強烈な印象を受ける
）1（
（
」 。
フライブルク・イム・ブライスガウの大学教授ゲオルグ・ルー
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トヴィヒ・コベルトは、一八四四年
―
とはいえ、彼の著作がフ
ランスで翻訳されるのは一八五一年になってからである
―
いさ
さか誇張がないわけではないが、それまで、快感の臨床的な描写と心理的な分析に留まっていて、快感の生理学的問題を真に取り上げてこなかったことに遺憾の意を述べている。コベルトによれば、 「両性に官能を与える感覚が性器のどの部分と関係があるのか」 まだ知り得ていない う。しかも 生理学は、どのようにして「性的感覚を知覚する器官の、こうしたさまざまな部分が〈同時に起こるひとつの行為に向かって協力しあい〉 、個体そのもののうちに、また相反するの性のうちに〈性的な興奮〉を生み出すのかまだ説明できていない。生理学は［…］男女の生殖器 中心源とする行為の照応、自然の目的 到達するために生殖器が経験する〈一連 現象〉を だ明らかにでき のである
）1（
（
」 。
したがって、この一連の問題に答えるためにコベルトの著作が、
コベルトの後は話をフランス 限定するなら、アドゥロ 、ベロー、ルボーの著作が用いられる。その後暗中模索がしばらく続き、やがて、性行為の「頂点」たるこのまったく特異な自然の興奮、この「性的オルガスム
）1（
（
」の最初の近代的定義に到達すること
になるのである。
男性においては、動脈と静脈の分岐に富んでいることが以前か
ら知らされていた陰茎亀頭が、ほんの少し触れられただけでも「 〈電光石火の速さで〉生体を駆けめぐる震盪
）1（
（
」を感じる。ここに
「 〈陰茎亀頭に固有の生活〉 」が始まる。陰茎亀頭は、準備、摩擦による性的興奮、官能的な刺激、射精という一連の段階を通過する、個人にとって〈まったく新しい器官〉になったのである。コベルトの貢献は、陰茎亀頭が、こう た状況のなかで、特異な感受性、とりわけまったく新しい感受性を賦与されて ると断言した点にある。陰茎亀頭が休息して るとき、これに関わる感受性はなにひとつ関与しない。そのことから以下のような仮説が立てられる。陰茎亀頭には 一般的な知覚のための神経の他に「官能に特化され 神経
）20
（
」が存在するのではないか。この神経は血液の
力学的な圧迫によって活動を開始し、海綿体球の筋肉器官 活動させると、今度 この器官が収縮と痙攣運動を触発し、それが射精に導く。 「個人の意識がすっかり消滅す
る
）21
（
」のはこのときであ
る。したがって、最も重要なのはもはや陰茎亀頭外部への刺激ではない 官能の感覚は〈性器感覚に特有の神経〉が突然緊張することから生じるのである。それ以外 個人生活において 生殖器と、とりわけこの感覚に特化された神経は活動停止状態 あ 。
一八五七年、コベルトに影響を受けたベローは、臨床的な精度
と心理学の深い造詣をもって、硬直 摩擦、圧迫 諸様態、収縮、射精を構成する三・四回のひきつったよう 痙攣を描写し、射精の噴 速度とパワーは変化しやすいと述べ、 「行為が繰り返されるほど、その質は低下する」と詳述する。ベローは「全身 震え」「ひきつりのような不随意運動」 、 「歓びの絶頂に引き起こされる、
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神経の一種の錯乱
）22
（
」をきわめて緻密に分析している。いずれにせ
よ、この新時代に、性交の生理的表出を最も長く最も詳しく描写したのがルボー博士であることに間違いはない。挿入のあらゆる動作、膨脹の全段階を逐一辿り、あらゆる摩擦を分析し、とりわけ「ほとんど感じられないほどの身震い」から「高揚の絶頂」まで、あらゆる官能の段階が並んで ることを認めたのちに、ルボー博士は最後の場面を次 ように描写す 。 「血液循環は加速し、動脈が強く拍動する。筋肉 収縮によって血管内に引き留め れた静脈の血液は全身で熱気を帯び、頸部の筋肉の収縮と頭部 反り返りによって大脳によりはっきりと伝えられたこ 停滞は、一時的な大脳の鬱血を惹起し、その間、知性とあ ゆる能力が無力化される。目はひどく充血して血走り 眼差しが虚ろになるか、たいていのばあい、光との接触を避けてまぶ を散発的に閉じ 。
息が荒く途切れがちになる者もいれば、肺の痙攣性の収縮に
よって呼吸が中断される者もあり、 ばらく圧縮されていた空気が、切れ切れの言葉や、意味不明な単語に乗っ 外に吐き出される。中枢神経は［…］もはや、混乱した感覚と意志しか伝えない。運動機能と感覚機能は言語を絶した をあり りとうかがわせ四肢は痙攣し ときには引きつりを起こして らゆる感覚に興奮を伝え、鉄棒のように緊張したり硬直した する。顎 締ま て歯ぎしりする。錯乱 極まって、官能 相手の存在も忘れ、相手が迂闊にも差しだして まった肩に 血が滲むほど噛みつ 者も
いる。
この狂騒状態、この癲癇、この錯乱は通常長くは続かない
［…］この興奮過度は、多少の差はあれ、精子の排出で終わる
）2（
（
」 。
男性にとって、性行為がもたらす強烈な興奮によって、快楽の
果てに死を迎える危険は無視しえない。デランドが列挙する膨大な医学文献は、古代よりこの危険の深刻さを喚起しており、むしろ月並みな主題となっている。ティソ、ホフマン、ピネル、ロンドや突然死を扱った論
文
）24
（
のなかでディオニスが、次いで、ベル
ティエ、クルビーが博士論文で、この起こりうる惨事にたい患者の注意を喚起している。 「多くの男性が若妻や愛し 愛人の胸の上で息絶えてい
る
）2（
（
」 、とベルティエは断言する。ピンダロス
とタッソーはどう らこれによ て死んだらしい「気も狂わんばかりに愛する女性を初めて抱いたとき
に
）2（
（
」命を
落とした若者たちがいたことを知ったのはつい最近だとディオニス自身が言っている。性交の興奮は「大脳や小脳の卒中」 紙一重で、デランドによれば、たっぷり摂取した食事を消化し最中はとりわけ危険である。古代より「短い癲癇」として知られているものがこれではなかろうか？いささか激し 房事に精を出すそのたびに の病気の発作に襲われる犠牲者が出る。加えて、リシャール 心臓病 も指摘する。例えば慈善病院の死体解剖室用務員コロワは 若い娘との「陶酔の最中に」亡くなっている
）2（
（
。死体剖検の結果、大動脈弓の動脈瘤が破断していること
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がわかった。
この病はとくに老人、多血質の人、神経質できわめて興奮しや
すい人が襲われやすい。 「激しい揺さぶりで建物をまるまるひとつ崩壊させてゆく
）2（
（
」ような性行為を想像してみればよい、とデラ
ンドは書いている。試みられるべきではなかった努力は死をもって罰せられるのであ 八十歳の老人が妻の腕の中で息絶えた例のケースはいくどもくりかえし語られている。処女の若妻が、育った修道院から連れ出されたその日 ことであった
）2（
（
。
エロティック文学の著者は女性の興奮を死に近く描いているが、
そうした感覚にもかかわらず、女性 以上のような悲惨な状況にさらされることはより少ない。と うのも、女性の過敏な神経は、ときに偽りの興奮をもたらす である。ブールハーフェは性交のたびに失神する女性の話を聞いたことがあるという。ホ マンもそ 類の女性をひとり知っていた。きわめて淫蕩な女性で、性行為のあとは必ず癲癇 発作に襲われ と う。
ここまでの叙述からごく必然的に、女性の快楽を扱う医学的言
説の分析にわれわれは導かれる。 快楽は長いあ だ学者たちにとって神秘であっ 。ブルダッハは う告白して る 「内的な現象を明らか してく るものとて、頼り なるのは女性の感覚しかな
い
）（0
（
」 。個人によって大きな違いがあるだけに、この
対象に接近するのは容易ではない。例えばモロー・ドゥ・ラ・サルトは、クリトリス 感受性の大きさと、性的歓び ニュアンス
と様態を決めると断言してい
る
）（1
（
。すでにリニャックは、 「快楽は
すべての男性で同一だが、女性にあってはおそらく各個人によって大きく変わる」と書き、明敏にも「ここで言う女性とは快楽を知っ いる女性のことだが」とつけ加えている
）（2
（
。
学者たちがヒポクラテスとガレノスの二重精液理論を放棄して
から、神秘はいっそう深まった。たしかにクリトリスは勃起する。だが
―
と、リニャックは一七七二年すでに自問している
―
こ
のごく小さな器官の硬直だけで、 「快楽において」 、 「 『自然』が男性に与えた特権に」はたして拮抗しう だろうか？男性が享受できるのは勃起だけではな からである
）（（
（
。いずれにせよ、快感
は「恥じらい 管と母性の開口部に観察 き 腺によって表現される」気分か 得るこ ができるら
）（4
（
。リニャックからすれば、
それくらいで疑問点は払拭でき い。 「女性の快感 直接的な原因はまだわかっていな と結論せざるを得
）（（
（
」と、絶望した彼
は書いている。リニャックによれば、観察者 確実な情報を二つしか手にし ない。ある箇所 おけるクリトリスの極端な感受性と、別の箇所におけ なんら の液体の排出がそれである。概ねここにクリトリス型女性とヴァギナ型女性 分割 始ま てる。
モレル・ド・リュバンプレのように、小陰唇と膣の感受性の活
動に傾く者は、不完全な射精という説を持ち出すが、これは二重精液理論の矮小化した反復にすぎな 。腺性体は「 （性交におい
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て）液体を分泌することにより性器の興奮状態に関与するが、分泌があまりに大量なために、ときには外陰部の周囲がすっかり濡れてしまうこともある。きわめて淫奔な女性においては、一般の女性より強力な腺が、精子の射出〈さながらに〉力強く液体を射出することができ
る
）（（
（
」 。ブルダッハもまた、快感が頂点に達した
あと続いて起こる「突然の噴出」に言及し いる。自慰 ときにもこうした現象がときおり起こるという主張すらあ とつけ加えている
）（（
（
。
思い出しておこう。数多くの聞き聞き取り調査を行った結果、
クリトリスへの愛撫にはまったくなにも感じず、陰茎あるいは他の物体が膣に入って摩擦が起きる にしか快感 感じない女性が多いという事実を、 の時期の末期にルボーは確認している。その反対に、ベローは、コベルトの意見に同意して、膣は女性体における官能的な感覚の生産にきわめ わずかしか参与していないはずだとしている。ベローは、カップルを同時に快感へ 導く生理学的なシナリオ とりわけ女性を快感へと導く生理学的なシナリオをあまり積極的 提示しておらず、クリトリスの神経に決定的な重要性を認めている。「一方女性の方は、海綿体球の筋肉が［…］血液を送り込んで、すでに膨満状態にあるクリトリス亀頭をさらに膨張させる。しかも、クリトリス亀頭は圧迫器筋肉 前部 よって甚だしく押し下げられ 亀頭背面部の表面と陰茎本体が接触するよ に導かれる。
この作用は、折れ曲がった梃子のようになったクリトリス本体にますます弾力と抵抗を与える座骨＝海綿体筋肉の作用によって維持される。こうしたさまざまな力学的現象が今度は男性器 働きかけ、その結果、各運動が同時に両性に影響を与えて、相互の刺激による興奮が頂点に達したところで、射精と精液の受容が起きる
）（（
（
」 。その約二十年前、コベルトとその後継者の著作が示す冷たい生
理学ではなく、まだ臨床医学が支配的だったころ トゥルソーは女性の性的歓びを見事に描写している。 「典型例として、この自然な行為 実践に伴う印象を強く感じるひとりの女性を取り上げてみよう。心臓の周辺地域が激しく早鐘のよ に打ち、呼吸は浅く早くなり、ため息と嗚咽で中断され、眼球は上に上がり 頭と首は反り返り、骨盤は間代性
〔間をおいて繰り返すの運動の意〕
の痙
攣運動を示し、恒常的なばあいもあれば間代的なばあいもあるがいずれにせよ四肢が収縮し、最後の行為の完遂の瞬間に 、全筋肉系が痙攣的に震え 興奮し、押し殺した叫び声を発し、ときには完全に失神する…次いで生体は緩和状態に落ち着き、倦怠感が生体を緩慢 睡眠へと導く
）（（
（
」 。
残念ながら、多数の告白から判明したある習慣が観察をいっそ
う困難にしている。多くの女性が快感を感じ ふりを ているのである。 「気をやる」ことがないばあ 女性がほんとう 快楽を感じているかどうか、いかにして知しえようか？二重精液理
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論の放棄によって今や動かしがたい事実となったのがこの事態である。ささやかな分泌物以外に物的証拠はないわけだし、そ 分泌物とて官能よりも苦痛という刺激によって分泌されることもありうる以上、女性が性的快感を感じたふりをし いる可能性を拭うことはできない。慢心した男が実は騙されていることなどしばしばである。自らの努力でパートナーに性的恍惚を味わわせていると思い込んでいても 実は、 欺かれているに過ぎない男性たちを、リニャックは早くも一七七二年に揶揄している。その後、カングランは博士論文のなかでこうしたふりが頻繁に行われていることを暴露した 「男性と同じ快楽を強く感じているように見せるために、思いつくかぎり いんちきをしているという告白を、複数の女性から聞 ことが 男性が快楽を分かち合っていると思 込みたがること 自分 感じているときには相手も感じ を女たちはよく知っているからである。もしこの幻想が崩れたら男性の情熱は弱まるか、別の対象に向か しまうことが分かって るのだ
）40
（
」 。
厄介はさらにもうひとつある。われわれが扱っている期間のう
ち、コベルトの博士論文が出版さ る以前 医者 は女性の快感を二種類に区別していた。この区別は、女性の第六感、すなわち女性の「生殖感覚」に属するがゆえに しあたって が説明や完全な描写はできないが、少なくと 気づくこ らできる「臆面のない痙攣」 関わっ しかし、この痙攣がなく
とも受胎が起こることは明白である。強姦の犠牲になった女性や、麻酔によって眠らされたり、より一般的には知らないあいだに夫に抱かれたりし 睡眠中に性交された女性のばあいも、痙攣なしに受胎する。ところ その一方で、官能的な痙攣が ったからといって必ずしも妊娠には結びつなかいどころか、妊娠とは無関係であることがすでに知られ いる。要するに、自律的な産卵（排卵）の存在がまだ信じられていなかった時代に医療にたずさわっていた医者にとってさえ、最も一般的な意味 おける快感がを決定づけるわけでも、妊娠の指標 なるわけでもない とはすでに明白だった である。二重精液理論の消滅が問題を紛糾させる。いかなる徴候を以てすれば、性交がうまくいった と 探知でき 、あるいは少なくとも予想できる だろうか？
したがってそれは、女性が射精するという思い込みの放棄と自
然排卵理論の勝利が切り離されてい 期間であった 医者、助産婦、患者が妊娠 否定しがたい徴候を探し求め始めるのはこ 期間である。ビュフォンによってすでに綿密な批判が加 ら ながらも継承されてきたヒポクラテスの学説 従っ 、 「震え」という語にしばしば要約される並外れた官能的感覚の総体が、妊娠を待ちこがれている女性にその瞬間を教え くれるはずだと信じる者は多かった。したがっ 、 感覚とは、官能の欲望 同時妊娠の欲望にも飢えた母体の貪欲な性格を示してお 、 「性的痙攣」とは別物の、しか 通常はそれに余分なものとして付け加わ
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る感覚であった。
関心は、特定の聴取能力を前提とするこの区別にある。妊娠し
た女性のこの震えは、妊娠、出産、授乳、母子関係といったさまざまな激しい の、ま さまざまなトラブルの幕開け なる。こうした感覚は、したがって、固有の意味での官能的痙攣とは別物であっても、それ自体は異性との肉体的結合から生じている。
産婆たちは、産婦とのお喋りのなかから、この震えについて知
識を得ていると言う。民衆に、いつ妊娠したか気づくことができると主張する女性は多い て 一時期は 医者 多 もこの確信を共有していた。こうして、女性の射精を信じているからはないにせよ、一定の興奮と受胎のあいだ 関連 は捨 切れなかったのである。
したがって、ヒポクラテスとガレノスの理論を放棄したことが、
肉体的結合における女性の興奮を過小評価することにそのまま直結したと考えて い ない 妊娠を望む女性たち るいはその反対に妊娠を回避し 女性たちは、相変わらず自ら 身体に耳を傾けていた。この時期、女性の快楽 まだ信用を失墜していない。ただ、新たに複雑さをまとって ただけなの る。『肉体について』のなかでヒポクラテスが明らかにし、次いでガレノスが表明した意見 よれば、 「震え」は、受胎するときに女性に痙攣と歯ぎしりをさせる子宮の収縮がそ 原因であった。しかし、この「震え」は これ以降、精子と女性の卵子が一体化
するときに必要とされる子宮、卵管、卵巣の特殊な刺激、ある種の興奮状態、一定の震盪として叙述されることになる。この興奮状態と震盪が精子の前進、卵管による精子の吸入、さらには卵巣への着床を促すのだろうとされた。このような図式が相変わらず誤っていることはわれわれも知ってい 。しかし、われわれとて、人々に共有された科学的な誤謬が真実に劣らぬ大役を演じることを知らないわけではない。
いずれにせよ、ときおり起こるこの震えについては議論百出で
あった。それが必要不可欠な衝動であり、この痙攣がファローピウス管
〔卵管〕
に伝わることによって「生殖力のある液体
〔精子〕
」
が卵巣に向かって吸入されるのだ、 う信念を、一七七二年、リニャックは流布しようと努めている。一八〇二年にはギレルモンがこの過程を認める ただし、この諸感覚の総体は、それだけで妊娠 成功した確実な徴候とは見なし ない
）41
（
。官能的な痙縮
が同時に起こればおそらく有益な結果がもたら るは だ 指摘したあとで、ブルダ ハ ハラー 参照しつつ、性交がうまく行ったときに現れる感覚の表出について長々 議論している。ブルダッハによれば、いくにんかの女性、とりわけ初めて妊娠し女性たちは、背中から発する震えを経験してお 、臍のあ りに痛み
―
ということは、徴候は必ずしも官能的だとはかぎらない
ことになる
―
を、下腹部にある種の動きを感じ、鼠蹊部がくす
ぐったくなる女性もいるという。ブルダッハは別のところで 全
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身を震わす〈特殊な感覚〉に言及している。あいも変わらぬ生気論的見地から、彼はそこに、女性自身の生命が相異なるふたつの生命に変化しようとするその瞬間 、 「稲妻のように突然抱き合う」ひとつの生体の嵐を見ているのである
）42
（
。もちろん、個人に
よって感覚には違いがあるし、感覚が鈍かったり、あまりに激しかったりすると感じな ば いもあ とをブルダッハも認めている。というのも、強い性的快楽は妊娠した女性から震えの感覚を奪ってしまうことがあるからで 。この意見は、あま に強烈な性的快楽は受胎能力に対立するという広く人口 膾炙していた確信と一致しているが、強烈な快感 性交がうまくいった少なくとも好ましい前兆だ 考えていた医者たち 攻撃を受け 。
こうした医者たちのうちには、特定の震えについては語る必要
さえないと考えているものも た。モロー・ドゥ・ラ・サルトは、官能的な痙攣は、全身におよぶその痙攣的収縮 よって臓器全体を揺さぶり、卵管をして朝顔を卵巣に押し当 させ、 「受胎 た胚を妊娠器官に誘導
）4（
（
」させるに十分だと考えている。ただし、快
楽があまり頻繁に繰り返され、刺激に拍車がかかりすぎるとこのメカニズムに支障を来すこと 認め 。実際 証言に基づいていると主張されるこの医学的言説は、女性の瞬間的な自己聴取能力を前提にしているが、一瞬にして自己の身体を聴き取ることはじつはきわめて難し はずで、このこ が理解されることになるの 後になってからで る。 れらの医者たちがいかな 立場
を取るにせよ、彼らの言葉は、生殖全体の興奮状態、動揺、痙攣の重要性を強調している点で違いはない。一般に、二重精液理論の放棄と女 の興奮に注目することの無意味さとの関連性が強調されるが、この点 かんするかぎり、われわれの立場はそこから遠いところにある。
性交に続く日々に現れる妊娠を示す変調を描写することで、ブ
ルダッハは自ら 言葉を引き延ばし、強化 。母胎の軽 痛み。全身のしびれ。持続的なまどろみ。頭痛と歯痛。めまい。顔面蒼白。嘔吐と吐瀉。これらはかつてビュフォンが作成したリストだが、例の「震え」に続 て、こうした感覚や興奮 ま で鎖のように連鎖することをブルダッハは見事に示している。ブルダッハによれば、女性は、全身のきわだって奇妙な感覚により自らの身体が新しい状態にあるこ に気づく。と同時に、下腹部が充実してずっしりとした感じになり、性交を避けがち な かと思えばその一方で熱に浮かされたような衝動や軽 震え、興奮の突発を経験する。古代世界では若妻の首のふくらみを懐妊 しるしと受け取っていたが、このど もが、その妥当 を裏付 る膨張状態を示している。懐妊当初 感覚に向けられた注意が、遡行的な歩みによって、性行為の瞬間に明ら なる感覚を追い求めさせていると考えることができよう。
当時権威として知られていたリシュランは、ガレノス的な見地
から、震えよりもむ ろ子宮の痙性収縮が交接 よ 妊娠の最も
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確実な徴候ではないかと指摘し、 「このような状況にあっても自己観察できるほどの冷静さを失わなかった
）44
（
」いくにんかの女性の
告白を聞いてそう確信したと付け加えている。
一方ラルマン教授はいくにんかの産科医の証言に基づいて、
〈まさしくその瞬間に〉自らの受胎に気づくことができる女性がいると断言する。彼女たちの とんどは一度も勘違 し ことがないという
）4（
（
。一八四七年、マンヴィル・ドゥ・ポンサンは遅れば
せながら、震えや「なんらかの不調
）4（
（
」によって自分が懐妊したこ
とを知ったと主張する女性がいることを指摘して る。その数年後になってもまだアレクサンドル・メイエはこの前兆を信じていた。こうした主題は 一定数の
―
おそらくかなり多かった
―
女性が当時ひそかにどのような性的関係 結ん いたかを教えてくれる。
医者の心を苛み、おそらく患者の行動にも影響を与えた問題が
もうひとつある。子どもをもうけた カップルが両者同時に快感を持つことには利点どころか必要性す あ いう問題である。ルーセルはその効力を強調していた。繰り返しに が、そこら気づくことがある。女性が持つある種の受動性を称賛し、二重精液理論に対して一定の距離を取っていた自然主義療法説の信奉者が、にもかかわらず、女性の快楽の権威を失墜させなかったことである。両性のあいだに調和が必要だという固定観念にしばられていたからに過ぎないにせよ。 「力を合わせ 事にあたる両
が同時に陶酔のなかを彷徨うときに受胎がより確実になること」 、「そこに起因するはずの新たな存在に彼らの魂がどうやら一瞬まるまる受け継がれるらしいこの短い（同時の）自己疎外」が必要不可欠でさえあることは「だれしも認めるところであろ
う
）4（
（
」 。し
かし、そこからはもうひとつ 長所が現れてくる可能性もある。古代の伝統に忠実なヴィレーはこ 「性的調和
）4（
（
」に良質の生産物
が生まれる好条件を見てい 。この好条件は、ヴィレーが「時宜を失した不調和
）4（
（
」と呼ぶ、カップルの快楽に生じるずれとはまさ
に正反対のものである。 「体腔への液体浸出 同時
性
）（0
（
」は上首尾
な性交を促進する、とブルダッハは言う
マンヴィル・ドゥ・ポンサンは一八四六年に依然としてこの視
点を共有し続けている。男女が「性器のより直接的な接触によっていつもよりも強い快楽と、 毛の交接のあとに通常感じ 感覚とは区別のできる〈相互的で、瞬間的で 等時的 痙攣〉をしばらく感じた
）（1
（
」ときには受胎がなされた、あるいはなされたと推定
しうる、とし あらゆる権威の言葉を彼は引いてい 。
〈テイレシアスの謎〉
自然排卵理論のおかげで受精が快楽の高揚と同時性から徐々に
切り離されようとしていたと言われる
―
とはいえ、すでに見た
ように、この点にかん は十分な注意が必要だが
―
この時期
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に現れた以上のような見解の数々は、古代のテイレシアスの謎がなぜこれほどまでに魅力的なのかをよく説明してくれる。カップルのうち男女いずれがより強い快楽を感じているのか？比較のベースとなる 性の快楽 強さについてはすでに知悉している以上、医者にしてみ ば、この問題を持ち出すこと 女性の性的快楽の強度を討議する 等しい。医学的言説がこ 謎にこれほど執着する裏には、ふたつの感情 間の緊張感が存在する、ある は、少なくとも存在すると考えられる。女性が優っているばあいには女性に対する嫉妬がある 、逆に女性が知力も理性もまったく失っていないばあい 官能に翻弄さ る男性が相対 に受動的立場を強 られ、女性 自らを譲り渡して まう恐怖が生じるからである。
この謎にもたらされた答えが多岐に渡っている裏には、おそら
くこうした緊張感が潜んで るのだろう。医者は 女性の「 器感覚」や内部感覚、それによって女性にもた される謎めいた興奮といった、自分たちを掻き乱しも魅了 するもの 直接知るすることができないという袋小路に入ってしまう
―
これについて
は後で見ることにしよう。その結果、妊娠のときめきや授乳の快楽といったものの性質にまで謎が及ぶことに る。
大多数の医者が、女性の方がより強い性的快感を、男性の快感
とは違ったテンポで経験しているはすだと考えている。こうした確信は別段新しいもの はな 。ルネッッサンス期に 大ジャ
ン・リオランが、男性は流出するが、女性は満たされるという事実によってこの女性の優位性を説明していた。女性は、したがって、射出によっても受容によっても快感を感じるというのである。女性の子宮は、食餌に飢えた腹のように、精子をたっぷり味わう
）（2
（
。女性の方がより強く快楽を感じていると主張するリニャッ
クは、一七七二年、女性の身体が繊細であること、脆弱であるからこそ快楽により飲み込まれやすく出来ていること、 「官能を目覚めさせ」 興奮を生 他の身体部位 その興奮を伝えることのできる身体部位が多数存在することに、その原因を求めてい 。また想像力の活動についても女性の方が活発で、女性 神経系の方が「印象を受容しやすい
）（（
（
」のだと主張する。そして最後に、女
性の 、性的快感の強さの証拠となる官能の痕跡が見分けやすいことも指摘している。
女性の方がより強い快楽を感じていることは、女性が「飽くこ
とを知らない」という事実によって証明される、とヴィレーは考える。われわれが論じている時代の晩期に、 「より消えにく
い
）（4
（
」
傾向という言葉でルボーが言い表した事態である。ヴィレーは書いている。性交にさ し「膣と子宮 空隙を満たす液体がより豊かに分泌され 」ため女性は疲弊することが少ない。した っその状況が続く限り、女性の感受性は「鋭く敏感」になったままなのにたいし、たび重なる射精は男 からこの刺激の源泉を奪い、「より迅速に力を奪うので、もはやどんなに欲望が大きくてもそ
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の気にはなれない」 。
さて稼働率と欲望の鈍磨にかんするずれではなく、固有の意味
での性的快楽の強度に目を転じ、女性が男性よりもより感受性が鋭く変化しやすい神経系と、より薄くデリケートな肌を持つこと、女性の〈抱擁がより親密である〉こと
―
ここではおそらく
きわめて重要である
―
、くすぐるようにさわられると乳房も
強く感じること、 「女性 優しい愛撫の誘惑により屈しやすいこと」などを考えてみれば、 「女性の性的快感は男性のばあいよりも〈その構造全体により広がっており、より緊密に連関しあっている〉ことは納得できるだろう」 、とヴィレーは書 ている。女性はそのパートナーよりも快楽により深く身を委ねることも付け加えておこう。女性は妊娠期間中も絶え こ なく「男性を受け入れる」 。これは「受胎と同時に熱が冷め
る
）（（
（
」動物の雌よりもエ
ロティックであることを示している。
ただ、ヴィレーはルーセルに言及しながら、少なくとも「われ
われの生活環境においては」 、行為においていかなる快感も感じていないと思しき女性が多数いる を認めてい 。ヴィレーは著作の末尾でこの問題に立ち戻り、医療記録 その論拠を加えている。女性は、母体 知覚過敏を引き起こす「月々の貢ぎ物」の時期にはとりわけ男性よりエロティックな妄想に取り憑かれやすい。 「神経系の支配により屈しやすいか細く厚みのない筋系。 〈欲望をますます締め付け、束縛によってむしろ欲望を倍加させる〉
性的羞恥にたいするより厳しい規範。より気まぐれな想像力。より優しい心。より繊細で、そのためより敏感な感覚。それらすべてが一致 て女性 あの抑えがたい興奮を掻き立て
る
）（（
（
」 。全身の
より強い感受性。侵犯、内部性、諸感覚の親密さにたいするより強い感覚。神経の優位性。性的快感を引き起こし、増大させる領域間の緊密な連携。体組織の飛び抜けた敏感さ。官能の嵐に抵抗できる力が相対的に弱い肉体的脆弱さ。こうし 特徴は、テイレシアスの謎を解こうする著者たちの医学論文に絶えず繰り返されている。エルパンはリニャックから漠然と教えを受け、性的快楽を誘発す 部位の数は男性よりも女 においてより多い と解剖学的な議論をしてい
）（（
（
。女性がかくも上手に快楽を与えることが
できるのは、女性が快楽をより く感じることができるからだとダンスは考える。かくしてダ スは、女性が快感をリードし、手ほどするという図式 復活させている
）（（
（
。この分野に最も明るい
生理学者コベルトによれば、とりわけクリトリス周辺の狭 場所に稠密な神経が集中してい ことから、女性は男性よりもより大きな官能を、あるいはこう言っ よければ より強いオルガスムを感じている
）（（
（
。
一八五七年、ベローもまた神経支配
〔生体における神経の分布〕
に
かんする以上の意見 共有し、快感の強度において女性が優っているという説に与して、 「一般的に言えば、官能の感覚は（たしかに）男性においてより迅速に訪れ が、しかし、女性におい
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は（それが）より強い」と指摘している
）（0
（
。性による快感の〈テン
ポ〉の違いについては以前から力説されていた。たとえばヴネットは女性における快感の持続と強度をきちんと区別すべきだと主張している。その後もディドロは、男性が機械的にオルガスムに達するのにたいし、そのパートナーははっきりと た区切りがないだけにより長く官能を味える恩恵に浴していると考えている。その他にも、たとえばビヤンヴィルのよう 女 は射精をする男性と同じ快楽を感じて るが、それに加えて余分な快楽を味わえるのだ する付加快楽説に従う者もあった。
これにたいし、デキュレは女性の欲望と快楽がより強いとも、
持続的であるとも考えていない。とりわけ母親 なった「多くの女性において（性）行為は、結合後しばらくすると、欲求というよりはむしろ情熱の要求にたいして与えられ 愛情 証になり、その情熱とてもはやほとんど心の中 で か感じていない
）（1
（
」と
書いている。デキュレはその点でブルダッハの衣鉢を継いで 。男性とは反対に、女性の欲望は外 器よりも卵巣 充血から生じているとデキュレは断言する。したがって、女性の深い趨勢は女性に繁殖という目的へと向かわせるが、一方、男性の趨勢は繁殖に到達するための手段に向かわせるため、男性におい は外性器がより活発にな のである。つまり、男性 いかなる性交時 快感も「臆面のない痙攣」の快感も逃すまいとする にたいし、女性は肉体的結合 さ すでに、妊娠と出産からより大きな喜び
が得られることを考えているということになる。ただしそれが、「心の合一と子孫」よりも「感覚の喜び」に重きを置く堕落した女性でないかぎりだが
）（2
（
。
ラシボルスキは、女性における快楽の希薄さをもっと声高に叫
んでいる。女性のなかにはたしかに「性関係を持つあいだに、男性の恒常的な喜びを思わせる〈なにか〉 （原文ママ）を体験す 」者もいるだろうが、 「男性が近づいてきただけでいわば苦痛 感じる女性が〈四分の三〉いることもま それ 劣らず真実なのだ」 、と一八四四年に書いている
）（（
（
。だが、ラシボルスキが「自然排卵」
仮説の最初の信奉者のひとりであることを忘れ いようにしよう。
デュフィウ医師はより重要性の低い臨床医で、処女性の礼讃者
だが、彼もまた女性の快楽の強度について指摘をして る。指摘にさいして が使う言葉は、医学よりもむしろ道徳神学や夫婦の精神性を説く言葉に近い。デュフィウ医師によれば、女性は「肉体的な官能にたいして」男性ほど強い性向はなく、 「女性の冷淡さは無関心にとどまらず、際立った嫌悪さえ示し 」 。女性が「 〈婚姻の床〉 身を任せる は欲望からというよ は感情からであって［…］ 、肉体の満足を求めていると うよりは、愛情の証を与えようとしているのである
）（4
（
」 。
女性が男性と同じくらい強烈な快感を男性ほどあからさまに表
現しないのは羞恥心に阻まれているからだ、とい 見方をデランドは批判する。この主張は日々 観察 鑑みれば維持できない。
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女性の快楽への嗜好が男性ほど強くなく、それに耽った後でも男性ほど疲労を感じていないことはもはや天下周知の事実だから、と書いている。 「女性たちはさほど喜んでこの行為を行っているわけではない。しがたって、彼女たちはそれを拒まない程度の欲望だけ持っていればじゅうぶんなのであ
る
）（（
（
」 。この分野にかんす
るかぎり、我が国では、 「生理的 状況」しか記録する風習がなかった。この専門家は、若い女性が若い男性ほど自慰に耽らないことがさらにもうひ つの証拠だという。 「もし交接が男性と同じくらいの衝撃と疲労を女性に与えるものだっ ら」売春婦など存在しただろうか、 も問うている。そもそも、女性が男性よりも長寿なのは、他な ぬ性行為に伴う興奮が にお てより穏やかだからである と。かくして、性的快感の激しさと死のあいだに打ち立て れ 関係性がここにもまた姿を見せている。
これらの医者たちが、議論のなかで、いわゆる冷感症と女性が
性的快感を抱くさいの快楽の幅 をだれ 区別し な こ にお気づきになった思う。しかも、紛れもない科学者 ち あで意見が交わされているにもか わ ず、その相違が 受動性に最終決着をつける理論的な立場か きているのか それとも、たん 個人的な交接のなかで行われた観察 らきているのか、いまひとつ判然としない。
テイレシアスの謎は偽の問題だと考える第三のグループがあ
る。これは「役に立たない問いかけ
）（（
（
」だ、と一七七五年にルーセ
ルは書いている。性質が異なる以上比較しようのないふたつの快感を問題にし からである。両性を分かつすべてをできうるかぎり深く掘り下げたいという気持ちを持つ者にとって、これは当然の姿勢である。女性の快楽には「それ固有の陰影、それ独自の性格があり、おそらくより強いわけでも、より弱いわけでもない。別物なのだ」とモロー・ドゥ・ラ・サルトは一八〇三年に書いて る
）（（
（
。この問題を扱った論文のなかでビロンは、性的快感
は、それを受け入れようとする者を区別しな と考えている。男性であれ、女性であれ、 「彼らふたりだけ 力で全感受性を吸い上げ、生命の全精力を〈一点〉と〈一瞬〉に集中させて、その生命を増殖させ永続させる」のだ ら
）（（
（
。デュモンは、さまざまな立
場を一定程度認めたうえで、同じ方向に考えを進める。良 性交とは受胎を可能にする性交であり、した って彼によれば、似たものになるはずのないふたつの性的快感が結合されることが理想なのである。この展望のもとに、女 の 楽は、男性のばあいのよう 「行為の激しさ」ではなく 「優しい気遣い」 、 「穏やかな」だが「冷淡ではない感覚」によって規定さ るとする。得るのも、維持するのもかなり難しい均衡である。そこから、不妊の女性は「冷淡で愛に近づくことができな
い
）（（
（
」か、あまりに激しく、あま
りに過敏であるかのいずれかである、という考えがでてく アドゥロンもまた、こ 問題は解説不可能だ 考える。自分 経験しないかぎり感覚は理解できないからである。
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17 〈 「穏やかな夫婦」の賛美（リニャック） 〉
もうひとつ別の問題が存在する。生活様式と職業による快楽の
質と強度の違いにかかわる、今度は社会的な性質を帯びた問題である。筋肉、脳、生殖器官はお互いに連絡し合いながら快楽の発動にかかわっている以上、この問題を考えるためは、これ 三者の潜在的な競合にかかわるすべてを参照しなければならない。頭脳労働者と運動選手の性的能力を問題にする伝統がすでに古くからあることはすでに見た。白痴と怠け者 性的能力を称揚する伝統である。
リニャックは省察の範囲を広げ、明確にしようとする。彼の考
えはこうである。肉体労働 自らの身体を使う男性より、有閑男性の方が恋により豊かな想像力を持っている。始終快楽を呼び出しているこの有閑男性はこれに強引に訴えかけ 不幸な とに、この男の「想像力は、性的快楽に到達する以前 歓喜の源泉を浪費し尽くしてしまう」 。それゆえ、彼 たちまちそ 陶酔を味わうことができなくなる。そこか 、性的過剰を避けつつ「鍛錬によって肉体を鍛え、愛が働きかけるときにしかそれ 身を委ねることがないがゆえに快楽をそ 全幅において味わうことができる
）（0
（
」男性の優位性が立ち現れてくるのである。しかも、肉体労働
に従事する男性は、より体脂肪が少なく「筋肉質の」 をしている。四肢もより堅固で、重量 も耐えられる 立位 交接を実
践するばあいを考えてみよう。
民衆のヘラクレスを称揚することで、啓蒙時代に支配的だった
エロティシズムの、より正確に言えば放蕩の信用を貶めようとしている点で、リニャックの言葉は重要である。ところで、リニャックが一七七二年に明らかにしたこの区別は、大革命期の肉体関係を社会的に表象 構造に基礎を与えた。この区別が、性と生活様式にかんして当時進められていた政治を秩序づけることになる。一七七〇年から一 九〇年にかけての期間、エロティック文学も方向性を変え、民衆出身のヘラクレスを理想化する傾向へと転じる
）（1
（
。リニャックによれば、想像力の酷使から生じる好色
が非難されるべき理由は、それが個人を官能の洗練の奴隷にするからではなく、個人が性的快楽をその全幅の広がりと強度以て味わうことを不可能にするから ほ ならない。 「自然」基礎を置く快楽の微妙な構
エコノミー
造とはこのようなものなのだ。屈強な
民衆のヘラクレスとその正妻というカップルの性 高揚には、自慰、肛門性交、獣姦、遊蕩 悪化 った性的過剰にたいする断罪の基礎となるエピクロス的な快楽主義の論理が見い出せ 。民衆的なヘラクレスとその妻のカップルは、貴族的な放蕩 象徴するしゃれ者とその愛人のカップルのアンチテーゼなのである。
まがいものでないセックスの快楽を感じることができるのは前
者だけである。 ぜなら性的快楽を加速させすぎて電光石火のように散らすことなく、じっくり準備 したうえでこ を「定着さ
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せる」ことができるからだ。彼は、感覚の「気化」や強い快感の「蒸散
）（2
（
」を引き起こす想像力による逸脱を避け、性的快楽を希
少化する術を知っている。貞節な夫たるこの男は自らの精液の完成にじっくり時間をかけ、射精筋に「己の衝動 すべて」を委ね、その結果、動物のように、静かに歓びを味わいながら、性交のさなかに自らの生 感覚 強烈に感じることができ のである。このカップルはだれよりも〈 「官能のエネルギー」を与える〉ことに熱心で、快楽の同時性を可能にするこの調和にだれよりも通じている。
しかし、エロティックなモデル、あるいは〈性
アルス・エロティカ
愛の技〉と言っ
てよいかもしれないが、それは社会的な帰属と生活様式だけから帰納されるわけでは 。この分野においてきわめて重要なのはまた、 〈各
イディオサンクラズィック
人に特異的
な快楽〉という概念、性的快楽の形態が無
限に多様だという意識である。当時の医学概論といっても新ヒポクラテス派の影響を受けてはいたが、そ によれば、人間は、季節、気象、周囲の状況が欲望と快楽 及ぼす影響に応じて、その人なりの生き方をす とされていた データをこのように個性化するのは、すでにわれわれが見たように 性交を自由領域 位置づけているから ある。この性交とい 行為は、 「何にも依存せず 気まぐれで と には べてに従わ こともある
）（（
（
」機能の正しい使用法を示している。以上のことから、医者が延々と練り上げる「良い性交」像へと
話は導かれる。医者たちは、主として夫婦の結合という枠内において、推奨すべき抑制されたエロティシズムを練り上げる。リードするのはリニャックである。 「夫は官能を惹起するいけにえの数を増やすことよりも、官能のエネルギーを与えることの方により神経 使う」べきだ
）（4
（
。放蕩の虚しい繊細さは拒否しなければな
らない、と言う。こうしたリニャックの警句 続く数十年間医者たちの意見 なるも を端的に表現している。一八一三年、フルニエは『医学事典』のなかで助言を与えてい 精液が豊かになるように［…］前々から節欲 て［…］事に備える」べきである。 「また、子宮 過敏にすると、受け止めるべき胚芽を拒否してしまうことがよくあるので、そ ならないよう すめには、同衾の間隔をあまり近づけるべきで
い
）（（
（
」 。他の学者
たちも同じ忠告を与えているが それはまずもって、性的過剰より快楽の強度を減じさせな ためで 。同じ『医学事典』の「節欲」という項目でモンテーグルが理論化しているのがこれだ。節欲は巧みにコントロールすれば「快楽の」良き「スパイス」になる。 望はより高まり、性的快感は り完璧になる そして、「熱狂のひとときに続く安らぎと歓びが、この行為がいかにわれわれの生体を貫く法則 一致しているか、十分に示して れ
）（（
（
」 。
ただし、良い性交には女性の側にも情熱の抑制が必要とされる。
過剰な官能は妊娠を阻害するおそれがあるからであ 。畜産業者はそのことをよく知っていて、雌ロバが交尾をすると、その後、
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精子を逃さないために熱くなった尻に水をかけたり、乱暴に尻を叩いたりする。
この類の確信は、性行為にかんする医学論文のほとんどに見受
けられる。アゲット医師は
）（（
（
、アリストテレス的な展望に立って、
快楽の抑制された使用を推奨している。エベールは、 「性的快感がいつでも自由に、かつ習慣的に得られるおかげで、緩和された感覚を十全に満たすことができ という理由で」 、結婚を称揚する。 「最も欲しかったものを手に入れるたびに起こる」自然の限度を超えた抑制なき欲望に、夫婦による性が対立す 要するに、「結婚の節度ある性行為には興奮と放出という属性のみを賦与しうる
）（（
（
」のであって、エベールによれば、女性がそこから得られる
利益は大きい。
感覚の逆上を鎮めるために「理性は結婚を思いついた」とフォ
デレは書いている。動物とは違い「常時、愛を交わす（ママ
）
）（（
（
」
ことのできる人間が、性的過剰による死を免れうるのはこのためである。快楽の抑制された使用はまた、愛をより親密なものにする。なぜなら飽満状態は嫌悪を生じさせるからだ、とブルダッハは書いている。しかも、結婚 「感じ方や考え方や行動パターン
）（0
（
」の融合を促進する。幸福な夫婦の一致を称揚するのもブル
ダッハであ 夫婦の一致がなかなか築けないとき、カップルの「性的感受性を修正する」のが医者の仕事になる
）（1
（
。
上手にコントロールされた快楽、そこから得られる心理的な調
和や実利、その最も適切な唱道者はラルマンである。 「賢明な節制は、より落ち着いてはいても、似たようなイメージや思想や欲望を
―
夫婦に
―
もたらす。そしてそこから生じる実践によっ
て、夫婦は相手の性に寄り添うようになるばかりか、愛情もことごとくその深みを増し、感覚もより心地よくなり、その記憶はより魅力的になる。こうなるとそれは、あらゆるものを彩り美しくする一種のプリズムである
）（2
（
」 。
　
「穏やかな夫
婦
）（（
（
」の称揚には、感じられる快楽の質への配慮を
が伴われているこ を繰り返し指摘 ておこう。良い性交は、官能に満ちた性交でなければ らない。十九世紀の前三分の二の医者は、引き続き興奮の強度にこだわり、その方向で活動することになる。
リニャックの目から見た「まがいものではない快楽」とは、 「わ
れわれの感覚が受け入れ、その甘美さ 力強さを十全に感じ 心地よい恍惚感を味わい、他愛もない手練手管であろうとも れによってこの恍惚感を引き延ばすことができるときに、われわの感覚に供される快楽」である。 「器官にその能力がないかぎり、こうした〈快楽の細部〉 得 ことはでき
い
）（4
（
」 。節制の理想が
不節制に罵声を浴びせ、そ 意 において、当時 ポルノ文学対立するエロティシズムに裏打ちされては も、官能 追求を否認してい わけではないことをこの文章 よく示して 。続く十九世紀を通して、 「繰り返される労力」 前立腺液の射出を
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可能にするばかりで、それに淫する者は「熱気のない」自らの行為の貧しさ、自らの快楽の「無気力さ」そのもの
）（（
（
に気づかざるを
得ない、と医者たちは声を揃えて力説している。
どのような手段で「官能にエネルギーを与える」を与えるかを
決定するために、夫婦は定期的に医者の助言を受けるべきだとリニャックは提案しているが それは、夫婦 こう たエロティシズムを念頭に置いてのこ である。そうすれば、 「夫婦の幸せまえに立ちはだかる障害を吟味 、それを取 除くため 取るべき手段を授け
る
）（（
（
」ことができる。あとは、 「実りのない馬鹿げ
た努力」を回避し、共同で決めた とを房事のさい 思い出しさえすればよい、と彼は言う。自分たち 快楽の めに どんな星の下がいいか、雨の日がいいか、晴れの日がいいかと頭を悩ませ、「性的快楽にとって貴重な瞬
間
）（（
（
」を思惑だけで使おうとする人々
をリニャックはから う。つまりは、古代のカリペディア
〔美し
い子どもを産むための方法〕
を嘲笑しているのである。季節への配慮
と同様に、こうし 「実りのな ばかげた努力」が十九世紀のあいだに弱まっていったことに注目しよう。
リニャックは加えて快楽の流れを調整するために採用すべきテ
ンポについてふんだんな忠告を与え、はっ りそれと示してないが、場合によっては起こりうる避妊操作に罵声を浴びせかけ、 にものも「精子の射出」 遅延させることがあってはならないし 母胎に進入することを阻んでもいけな 、 書いている。
「こうした官能の小道具、こうした人為的に節約された快楽は器官を疲労させ、そのしなやかさを失わせる。男性は調和力を取り戻すために性的快楽に少 だけふれてもよいが、女性は、男性を鎮める前に彼を いなむ渇きをあまり増大さ てはいけな
い
）（（
（
」 。
こうした文章は、良い性交を促進したい職業人
―
このばあい外
科医
―
の忠告がきわめて高い精度に達していることを示しなが
ら、同時に、医学的なエロティシズムとポルノ文学の懸隔の大きさを再認識させてくれ 。リニャックは、感覚よりも想像力に属するすべてを、そし 、 「恋人たちの悶々とした興奮」を批判する。彼の目からすれば 最悪の事態は「ほとんど精神的な快楽
）（（
（
」
を目指すことなのである。
リニャックが与える忠告のなかに、とりわけ注目に値するもの
がひとつある。多くの淫奔な女性が耽る性 快楽に耳 傾けることの危険性にかん 忠告 「 〈快楽 分析する技術〉 」 、「 〈官能について理屈を述べる技術
〉
）（0
（
」を用いすぎる女性は、一般
に虚弱な子どもしか生まない。しかも 「想像力が肉体的な力の不足を補っている女性の性的快楽は」 「病気に堕す 」ことが多 。「感情過多の快
楽
）（1
（
」は女性を痙攣へと導く。かくして色情亢進が
姿を現す、エスキロルは言う。早漏を心配するモレル・ド・リュバンプレを除けば、神学者とは反対に、医者 早すぎる射精 ほとんど関心を抱いていないことをついで 指摘しておこう。
性交が終わるとカップルは疲労を感じる。男性において疲労は
アラン・コルバン著『快楽の調和』より（３）
社会学部論叢　第21巻第 1 号2010. 10〔41〕
21
ひときわ目立つ。心霊主義者ブルダッハは、射精に伴う動揺の瞬間に「魂が自らの破壊について漠とした概念」を抱くからだと言う
）（2
（
。医学的言説において、われわれはすでに〈エロス〉と〈タナ
トス〉の密接な関係にいくども出会っていた。例えばカングランは官能の痙攣 伴う「 れわれの死の予感」や恍惚から物憂さへの密かな移行、再び 野獣の状態まで」堕ち 失望する「神の気持ち」について語っている
）（（
（
。デキュレは、愛人男性には逃げ出し
たい気持ちが頻繁に起こることに気づ ており、金銭尽くの愛のばあいそれが起こりやすい とを飽くことな 力説した。
シモンは一八〇五年に書いている。 「快楽を満たされた愛人男
性にとって［…］ 、相手の目は輝きを、相手の頬は色を失い、あの魅力的な微笑みはいつもの媚態 すぎず うっとりするような声音も、いつまでも続 て眠気を誘う単調なざわめ にしかすぎなくなる。女神はただの女にすぎなくなる。性的充足は祭壇をひっくり返すのである
）（4
（
」 。
トゥルソーと偉大な臨床医デランドは、房事に続くこのひとと
きを精密に描きあげた。性交に身を任せ終えたばかり 男を想像していただきたい、とデランド 書く。 「彼の顔からは血 気が退いている。まぶたは半開きで、視線も定まらない。手足を持ち上げようとしても重くぐったりとして力が入らず、まるで麻痺したようである。身体には不調と苦痛しか見 からな 。頭は痛いし［…］ 、打ちひ がれ、傷つ たように思え［…］ 、頭脳を使
おうにも、頭が途方に暮れたまま動こうとしていないのだ［…］ 。聴覚はおぼろげで、視覚もはっきりしない［…］記憶のなかで、そして眼前でその姿形が頭と心を支配していたあの性器、あ 人、あの姿態にもはやなんの魅力も感じない。自分がそれらを手に入れたことには驚いたとしても［…］ 。魂は［…］ある種の物憂さに、失望に、嫌悪 さえ止めど なく流されてゆく［…］ 、これに心臓の鼓動 衰弱、弱々しい脈拍、血管の沈下、血の気を失ったまぶたを加えれば、性行為後に見られる状態 ついてかなり正確な理解を得られるだろ
う
）（（
（
」 。 「ついさっきまであんなに元気の
よかった」生殖器が「今では冷たく萎 ている。先ほどまで見えないほど縮まっていた陰嚢が今やたるんでだらりとぶら下がっている。もはや勃起はなく、膨張は衰微 ［…］けだるさ、疲労、ひりひりする感覚の め、あれほど惜しみな 与 っていた愛撫を恐れる うに る［…］火が消えると炉心 ちまち冷え切って、もはや灰を き回すことしかかなわな
い
）（（
（
」 。自慰常習
者においては 射精に続くこ 一過的な状態がいつまでも続いていて、完全な射精がまったくでき くなること ある、 ここでもデランドは断言している。
ところが、トゥルソーの見るところ、女性の「臆面のない痙
攣」は男性のそれと同じくらい、い 「しばしばそれをはるかに上回って」エネルギッシュ のに、女性はこの極端な疲労 感じていないことを思い出しておこう。女性のばあい、そこから「体
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力のかなりの消
耗
）（（
（
」が生じないのである。これにたいし、ラブ
リュニは、後に見るように、女性の疲労を逆に高く見積もっている
）（（
（
。性交終了後に男性が味わうこうした疲労と悲しさのあいだの矛
盾、性行為が招くおそれのあ 危険と医者が性行為の効用に捧げる果てしない賛歌との矛盾、そうした矛盾はなるほど指摘できるかもしれない。だが、矛盾は表面上のもの すぎない。有益な交接は節制の要求に応える性交である。 か 、悲しみと無気力の状態は一時的なもの 過ぎない。効果はそのあとでかならず現れる。性交に続く疲労倦怠の時期が過ぎれば、性交は活力を増し、健康を涵養し、幸福感をもたらしてくれるのだから。逆に言えば、健康とは「勃起状態に移行でき、受胎を可能にする精液を女性に供給できる」こと、と定義できる
）（（
（
。しかも、それが快楽の強度を
高めるの あ 。
すでに一七七二年にリニャックは、性交が多血質の人の陽気さ
を維持し、鬱病質の人に陽気さを生みだし、粘液質の人を穏やかに温め、有閑人の無気力を癒し、不眠や煩わしい夢から人を守り、鉄欠乏性貧血患者 健康を回復する、と明言し いる。モレル・ドゥ・リュバンプレは「恋の闘争」が生命 健康な衝動を与え、諸器官の作用を助け、知性 働 活性化し、陽気な気分を与 より明るくはつらつとしてくれる、と確言する。 「生命のあらゆる機能に穏やかな影響を及ぼす
）（（（
（
」からである。モンテー
グルは『医学事典』のなかで、性的欲望が優れた健康のバロメーターになりうることはまちがいないと述べ
）（（（
（
、精子を受け入れるこ
とによって女性が得る利益についても語っている。女性においてはとりわけ、性交が「あらゆる機能を掻き立てる」 「 交が女性の身体組織をより活動的で活発にする」 。そのために女性は より健康になるのである
）（（（
（
」 。
ベルティエによれば、 「官能が与える印象」から生み出された
陶酔によって、全身に「自然のあの聖な 火」がもたらされる、という。人間は全 で充足感を味わい、 「満足という観念」を抱く。快楽は「われわれの存在を押し広げてくれる
）（（（
（
」のである。
一連の博士論文がとりわけ性交にこうして熱狂的な称賛を送っ
ていることから、この確信がいかに広がっていたか推察することができる。デュラン医師は、結婚がもたらす快楽が子宮に本来の機能を呼び戻し、しばしば月経の流出を決定し、鉄欠乏性貧血など数多くの治りにくい病気を治癒することはまち いな と言 。さらに良いことに、こうした 多血質 女性の陽気さを維持し、憂鬱質の女性に陽気さを生みだし」 、リンパ質の女性に「穏やかな熱とほどよいエネルギーをもたらす
）（（（
（
」 。
セルスを参照するブスケによれば、節度を保った性的快楽は身
体に活気と軽やかさを与える いう。性的快楽は発汗を促し 食欲を増進し、精神を研ぎ澄ます。 「繁殖行為」の実践は、 「保存原則を呼び覚ます力を持ってい
る
）（（（
（
」 。アゲット医師によれば、欲望
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の充足は、健康を回復するために最も確実な治療法である。鉄欠乏性貧血に きわめて有効だし、癲癇、ヒステリーにも奨められる。エベールは性的快楽によって回避できた病気を長々と列挙し、リュリエは「再生産行為」が活性化を促し、栄養摂取に影響を与えることはまちがいないと確言する
）（（（
（
。
ファーブルによれば、交接は初潮のときからその流れを安定さ
せるので、民衆のあいだでは、友人たちが思春期の若い娘にその目的のためだけに交接を奨めることがあるという。交接は外陰部の神経症にはきわめて有効である
）（（（
（
。プランティエ医師は、交接の
治療作用の喧伝に博士論文全体を費やして る。リンパ体質 女性のばあい、性交は刺激治療になる。 性交 必要なエネルギーを器官に与える強力な助けとなり、しかも首尾良く仕事をやってのけ
る
）（（（
（
」 。性交はまた、生体組織全体に引き起こす震盪のおかげ
で
帯こしけ
下
〔女性性器からの血液以外の分泌物〕
にもきわめて有効である。
交接は、偏頭痛、歯痛、神経痛、胃痛など概ね「待ちきれない子宮の渇望」によって起こる若 女 ちょっとした病気を緩和したいていのばあい治癒してしまう。女子色情症やヒステリーについてはいうま もない。ただし 後者 ばあい、性行為がときに有害な結果をもたらすことはあるが。とはいえ、プランティエは、性交が狂気、癲癇、癆
〔肺結核〕
、腺病を予防すると考えてい
る。ただひとつ明白な異論が る。それは閉経期を過ぎてからの性交である。
硬化を伴わない子宮鬱血のばあい、 「節度ある性交の実践がで
き、それによって軽い刺激が引き起こされることで、残存した病気を散らすことができる」 、とコロンバ・ド・リゼールは裁決を下す
）（（（
（
。一般的に言って、愛する夫と節度ある快楽を味わっている
若い女性は、脂が乗り、落ち着きがでてくるとブルダッハは書いている。 「彼女のすべてが満足を示している
）（（（
（
」 。この行為は男性に
も影響を与え、強壮と活性化の作用 もたらすとダルダッハは言う。
とはいえ、ラブリュニ
）（（（
（
やその他の多くの医者は、これ以降、か
つてヒポクラテスが実践を奨めたような、また、ヒステリーのばあいに長いあいだ実践されてきたような、クリトリスへの 、それによる官能的痙攣の惹起を認めない。
以上のことから、告発の対象が節欲であることは明かだ。医者
の目から見れば、節欲は性的過剰や濫用と同じくらい非難すべものなのである。
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